
 

 

 

 

 

いじめは、子どもにとって大きな苦痛であり、一度おきてしまうと、その精神的被害は深刻で、長期化し

てしまうこともあります。今日は、いじめ防止についての基本的方針について確認し、保護者の皆様と学校

とが同一歩調で対応できるようにしたいと考え、学校だよりを通してお知らせすることにしました。 

笠懸小学校では、「いじめ防止基本方針」を策定し、その中で「いじめ防止等のための対策の基本的な考

え方を以下のように決めています。 

 

 

 

 

 

 

まず何より、いじめが起きないようにすることが大切であるとの考えのもとに、日々取組を行っています。 

                              

 その一方で、何よりも大切なのは、いじめを未然に防止することであると考えます。そのために、本校が

主に取り組んでいくことを以下にお示しします。「思いやり日本一をめざす笠懸小学校」を軸にして、教職

員は未然防止の活動に取り組んでいきます。  

                     

          

 

 

 

 

 

 

5 月 16 日（日）には、早朝より通学路安全点検へのご協力をありがとうございました。ここ 2 年間は、

コロナの影響で中止しておりましたが、子どもの安全・安心に関わる事柄であ

り、通学路が変更になった班もあることから、実施いたしました。親子で通学

を歩き点検いただいたことで、危険箇所の発見・確認など、大きな意義があっ

たと思います。通学班の班長の皆さんには、下学年の子どもたちの安全に気

を配りながらの登校もがんばってもらっていますが、今回の行事を通して、

全員の児童が自ら気を付けていこうとする意識を高められたのではないかと

考えています。ずっと、安全で仲良く登校できることを願います。 

今後は、今回の点検で確認された危険箇所をＰＴＡ地区委員の皆様に集約していただき、市教育委員会を

通して道路管理者に対して改善要望を提出します。そして、夏季休業中に学校関係者に加えて地域の方や警

察、道路管理者による合同点検を実施して具体策を検討し、対応していくという流れになります。ご協力い

ただきました保護者の皆様に厚く感謝いたします。 

 

学校だより No.６ ２０２２．５．２０ 

https://midori-school.ed.jp/kasasho/ 

笠懸小学校は今年も思いやりも日本一を目指します！ 

いじめ防止に関わる確認と学校の取組について  

いじめ防止のための対策の基本的な考え方（笠小「いじめ防止基本方針」より要約） 

  
１基本理念 

いじめは、クラスにも、

どの児童にも起こりえると

いう認識に立ち、右のこと

を通して防止していく。 

●いじめは人権侵害であり「いじめは許さない」学校をつくる 

●いじめを受けた児童の最優先し、守り通すとことを伝え行動する。 

●いじめを行った児童には、毅然とした対応と粘り強い指導を行う。 

●家庭、地域住民、関係機関等と連携し、組織としていじめを克服する。 

●日常から「いじめ防止基本方針」の内容を周知し、理解を得る。 

具体策 

いじめを未然に防止するための取組 

                                 

                  

 

具体策 

思いやりの心を育てる

取組 

思いやりを表したり受け

取ったりする取組 

●道徳の時間を充実させ、心をたがやします。 

●常に一人一人を認め、大切にする授業を実践します。 

●短学活等を使って、児童のよさを伝え、広げます。 

●学校行事等を「思いやり」という視点で再構築し、思い

やりを表したり受け取ったりする場面を設けます。 

●「復興のひまわり活動」を充実・発展させます。 

 

 

い じ め の 

未然防止！ 

通学路安全点検へのご協力ありがとうございました 

危険箇所を記入する班長さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 進んで運動する子 

⚫ ねばり強く心も体もたくましい子 


